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特集

　

今
年
４
月
26
日
に
行
わ
れ
た
小
平
市

議
会
議
員
選
挙
で
10
人
の
女
性
が
当
選

し
、
市
議
会
議
員
（
28
人
）
に
占
め
る

女
性
の
割
合
が
35.7
％
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
ま
で
に
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
「
指
導
的
地
位
」
に
女
性
が
占

め
る
割
合
を
少
な
く
と
も
30
％
程
度
と

す
る
と
い
う
国
の
目
標
を
小
平
市
は
初

め
て
ク
リ
ア
し
た
の
で
す
。

　
「
指
導
的
地
位
」
と
は
、
議
会
の
議
員
、

企
業
や
自
治
体
の
課
長
相
当
職
以
上
の

管
理
職
、
医
師
や
薬
剤
師
、
弁
護
士
、

公
認
会
計
士
、
大
学
教
授
、
研
究
者
な

ど
の
専
門
職
を
言
い
ま
す
。
こ
う
し
た

分
野
に
女
性
が
少
な
く
、
男
女
共
同
参

画
社
会
づ
く
り
の
た
め
に
女
性
の
割
合

を
30
％
以
上
に
し
よ
う
、
と
し
て
い
る

の
で
す
。

　

小
平
市
が
平
成
８
年
、
女
性
施
策
推

進
計
画
書
（
第
１
次
男
女
共
同
参
画
推

進
計
画
）
を
施
行
し
た
と
き
、
小
平
市
議

会
の
女
性
議
員
は
３
人
、
女
性
の
割
合
は

10.7
％
で
し
た
。
計
画
書
に
も
「
２
０
０
０

年
（
平
成
12
年
）
ま
で
に
…
少
な
く
と

も
30
％
に
な
る
よ
う
に
…
…
努
力
を
行

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
平
成
12
年
に
は
達
成
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
第
２
次
男
女
共

同
参
画
推
進
計
画
が
施
行
さ
れ
た
平
成

19
年
の
市
議
会
議
員
選
挙
で
当
選
し
た

女
性
は
６
人
、
女
性
の
割
合
は
21.4
％
と

平
成
８
年
の
２
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
４
年
後
の
選
挙
で
は
８
人
、
28.6

％
に
、
８
年
後
の
今
年
、
30
％
を
超
え

た
の
で
す
。
こ
れ
は
、
男
女
共
同
参
画

社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る
小
平
市
民
の

意
識
が
着
実
に
高
ま
っ
て
い
る
証
で
す
。

　

そ
う
言
え
ば
、
今
回
の
選
挙
で
女
性
の

割
合
が
30
％
を
超
え
た
市
は
、
小
平
市

以
外
に
45
％
の
清
瀬
市
の
ほ
か
国
立
市
、

狛
江
市
、
多
摩
市
、
調
布
市
、
東
村
山
市
、

武
蔵
野
市
、
７
市
も
あ
り
ま
し
た
。
内

閣
府
の
調
査
に
よ
る
と
、
全
国
の
市
町

　

小
平
市
が
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
を
推
進
す
る
施
策
を
始
め

た
の
は
平
成
８
年
。
来
年
は
そ
れ
か

ら
20
年
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
の

ま
ち
は
、「
男
女
が
共
同
参
画
す
る

ま
ち
」
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

地
域
の
活
力
を
高
め
る
女
性
の
力

女
性
が
活
躍
す
る
ま
ち
！
小
平

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
推
進
を
小
平
市
が
始
め
て
約
20
年
、
現
状
を
調
べ
て
み
ま
し
た

現
在
の
小
平
市
議
会
議
員
の
み
な
さ
ん

小
平
市
議
会
の
女
性
議
員
が

　
　
　
　

10
人
に
な
り
ま
し
た
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村
議
会
議
員
に
占
め
る
女
性
の
割
合
は

12
％
（
平
成
26
年
12
月
31
日
現
在
）
で
、

東
京
都
は
他
の
道
府
県
に
比
べ
る
と
高

い
の
で
す
が
、
私
た
ち
の
ま
ち
小
平
市

で
も
地
域
の
政
治
に
参
画
す
る
女
性
が

増
え
、
そ
れ
を
支
持
す
る
市
民
も
増
え

て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
に
施
行
さ
れ
た
小
平
市

の
第
２
次
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
第

３
章
第
４
節
「
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
男

女
共
同
参
画
の
促
進
」
に
は
、
市
の
施

策
と
し
て
最
初
に
「
審
議
会
・
委
員
会

等
に
お
い
て
ど
ち
ら
の
性
の
委
員
の
割

合
も
30
％
以
上
（
達
成
後
は
50
％
）
に

な
る
よ
う
数
値
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
実

施
状
況
の
調
査
と
情
報
公
開
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
団
体
推
薦
委
員
の
性
別

に
と
ら
わ
れ
な
い
登
用
を
働
き
か
け
る

よ
う
努
め
ま
す
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

小
平
市
に
は
当
時
（
平
成
18
年
４
月

１
日
現
在
）、
教
育
委
員
会
や
選
挙
管
理

委
員
会
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
、

農
業
委
員
会
な
ど
44
の
審
議
会
、
委
員
会

等
が
あ
り
、
ど
ち
ら
の
性
の
委
員
の
割

合
も
30
％
〜
50
％
の
委
員
会
等
は
24
あ

り
、
６
６
５
人
の
委
員
に
占
め
る
女
性

の
割
合
は
36.5
％
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
９

年
経
っ
た
今
（
平
成
27
年
４
月
１
日
現

在
）、
48
の
審
議
会
、
委
員
会
等
の
う
ち
、

ど
ち
ら
の
性
の
委
員
の
割
合
も
30
％
〜

50
％
の
委
員
会
等
は
28
で
、
７
２
１
人

の
委
員
に
占
め
る
女
性
の
割
合
は
39.5
％
、

い
ず
れ
も
少
し
増
え
て
い
ま
す
。

　

第
１
次
推
進
計
画
が
施
行
さ
れ
る
前

（
平
成
７
年
10
月
１
日
現
在
）、
女
性
の

委
員
が
い
な
い
審
議
会
、
委
員
会
等
は

９
あ
っ
た
の
で
す
が
、
今
は
３
分
の
１

に
減
り
、
３
に
な
り
ま
し
た
。

　

全
体
的
に
は
着
実
に
進
ん
で
い
る
の

で
す
が
、
気
に
な
る
の
は
20
年
経
っ
て

も
進
ん
で
い
な
い
委
員
会
、
審
議
会
等
が

あ
る
こ
と
で
す
。
中
で
も
東
日
本
大
震

災
以
後
、
女
性
の
参
画
が
求
め
ら
れ
て

い
る
防
災
会
議
に
占
め
る
女
性
の
割
合

が
15.6
％
に
止
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
理

由
を
分
析
し
て
改
善
し
た
い
も
の
で
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
第
５
条

に
は
「
男
女
が
、
社
会
の
対
等
な
構
成

員
と
し
て
、
国
若
し
く
は
地
方
公
共
団

体
に
お
け
る
政
策
又
は
民
間
の
団
体
に

お
け
る
方
針
の
立
案
及
び
決
定
に
共
同

し
て
参
画
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
る
こ

と
を
旨
と
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
市
の
政
策

の
立
案
、
決
定
に
男
女
が
共
同
参
画
す

る
機
会
を
確
保
す
る
に
は
、
管
理
職
へ

の
女
性
職
員
の
登
用
が
必
要
な
の
で
す
。

　

小
平
市
の
第
２
次
男
女
共
同
参
画
推

進
計
画
で
は
、
市
の
職
員
に
つ
い
て
「
男

女
職
員
の
職
域
の
拡
大
や
管
理
職
へ
の

登
用
、
職
員
の
研
修
等
に
つ
い
て
推
進

に
努
め
ま
す
」
と
、
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

小
平
市
役
所
や
公
民
館
な
ど
市
内
の

公
共
施
設
で
働
く
職
員
の
数
は
、
平
成

７
年
４
月
１
日
現
在
、
１
０
５
９
人
で

し
た
が
、
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
は
、

１
０
０
人
ほ
ど
減
っ
て
９
１
２
人
に
な

　

平
成
14
年
、
中
央
公
民
館
の
女
性
セ
ミ

ナ
ー
「
女
性
の
た
め
の
政
治
学
」
の
受
講

生
が
中
心
と
な
り
、
平
成
15
年
１
月
よ
り

活
動
を
始
め
た
の
が
「
政
治
・
知
り
た
い
、

確
か
め
隊
」。
政
治
は
私
た
ち
の
日
常
生
活

に
と
て
も
関
係
が
深
い
こ
と
が
わ
か
り
、

「
小
平
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
」「
小

平
の
こ
と
を
知
る
な
ら
、
ま
ず
は
市
議
会

を
傍
聴
し
よ
う
」
と
、
同
年
６
月
よ
り
傍

聴
を
開
始
。

　

傍
聴
を
始
め
た
頃
の
議
場
は
、
市
長
を

始
め
市
役
所
の
部
長
以
上
の
管
理
職
が
座

る
理
事
者
席
に
女
性
は
ゼ
ロ
。
当
時
は
、

子
育
て
、
子
育
て
支
援
、
介
護
や
Ｄ
Ｖ
の

こ
と
な
ど
の
質
問
に
対
す
る
男
性
理
事
者

の
答
弁
は
、
あ
ま
り
当
事
者
性
を
感
じ
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
17
・
18
年
度
は
１
名
（
東

京
都
か
ら
の
派
遣
）、
平
成
22
年
度
〜
は
１

名
、
平
成
24
年
度
〜
は
２
名
。
平
成
27
年

４
月
の
選
挙
で
、
議
員
席
の
女
性
は
10
名

に
な
っ
た
と
い
う
の
に
…
…
。

　

民
間
企
業
が
他
社
と
の
競
争
に
打
ち
勝

つ
た
め
に
、
女
性
管
理
職
登
用
を
積
極
的

に
進
め
る
中
、
小
平
市
も
市
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
の
た
め
に
女
性
の
理
事
者
（
管
理
職
）

を
増
や
し
て
、
こ
れ
ま
で
男
性
が
気
づ
か

な
か
っ
た
「
女
性
の
視
点
」
を
市
政
に
活

か
す
こ
と
を
期
待
し
た
い
。（

森
野
や
よ
い
）

市
の
女
性
管
理
職
は

　
　
　
　

20
年
で
22
倍
に

小
平
市
の
委
員
会
等
で
は

　
　
　

委
員
の
39.5
％
が
女
性

　
　

女
性
の
視
点
を
市
政
に

小平市の委員会、審議会等の女性委員
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っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
女
性
職
員
の

数
は
26
人
増
え
、
女
性
職
員
が
占
め
る

割
合
は
39.2
％
か
ら
48.4
％
に
上
昇
し
、
男

女
が
対
等
に
働
く
場
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　

で
も
、
女
性
職
員
の
管
理
職
へ
の
登

用
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
係
長
を

除
く
そ
の
他
の
女
性
職
員
が
占
め
る
割

合
は
平
成
７
年
で
も
49.1
％
と
高
く
、
平

成
27
年
に
は
59.4
％
、
さ
ら
に
10
ポ
イ
ン

ト
以
上
も
増
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

係
長
職
に
占
め
る
女
性
職
員
の
割
合
は

平
成
７
年
の
12.7
％
か
ら
29.3
％
、
２
倍
以

上
に
増
え
ま
し
た
が
目
標
の
30
％
に
は

達
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

市
の
政
策
立
案
、
決
定
に
関
わ
れ
る

課
長
以
上
の
管
理
職
と
な
る
と
、
さ
ら

に
難
し
い
よ
う
で
す
。
平
成
７
年
に
は

管
理
職
81
人
の
う
ち
女
性
は
た
っ
た
１

人
だ
け
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
女
性
の
登

用
に
努
め
た
結
果
、
平
成
27
年
に
は
20

倍
以
上
、
22
人
に
増
え
ま
し
た
。「
大
き

な
成
果
」
に
見
え
ま
す
が
、
管
理
職
に

課
長
補
佐
が
加
わ
っ
た
た
め
総
数
が
55

人
増
え
た
か
ら
で
、
女
性
が
占
め
る
割

合
は
16.2
％
で
す
。

　

さ
ら
に
詳
し
く
見
る
と
、
職
員
の
98

％
が
女
性
で
あ
る
保
育
園
の
園
長
等
の

福
祉
系
の
管
理
職
11
人
は
全
員
女
性
で

す
が
、
事
務
系
の
管
理
職
に
限
る
と
、

１
１
４
人
の
管
理
職
の
う
ち
女
性
は
10

人
で
、
割
合
は
8.8
％
に
止
ま
っ
て
い
ま

す
。
技
術
系
も
11
人
の
う
ち
女
性
は
１

人
で
す
。
市
役
所
に
お
け
る
男
女
共
同

参
画
推
進
は
、
こ
れ
か
ら
で
す
。

　

で
は
、
小
平
市
民
で
あ
る
私
た
ち
は
、

男
女
共
同
参
画
を
推
進
で
き
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
？
「
国
勢
調
査
」
の
結
果

を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
小
平
市
で
仕
事

を
し
て
い
る
女
性
（
就
業
者
）
は
、
平

成
７
年
、
市
内
に
住
む
女
性
の
43.6
％
で

し
た
が
、
平
成
17
年
に
は
40.5
％
、
平
成

22
年
に
は
40.3
％
と
減
っ
て
い
ま
す
。
男

性
も
73.5
％
か
ら
62.2
％
、
60.7
％
と
減
少
し

て
い
て
、
男
女
差
は
縮
小
し
て
い
ま
す
。

　

仕
事
を
し
て
い
る
女
性
で
管
理
職
を

し
て
い
る
人
（
管
理
的
職
業
従
事
者
）
は
、

平
成
７
年
３
０
９
人
で
、
全
体
の
7.1
％

で
し
た
。
平
成
17
年
は
１
８
９
人
、
平

成
22
年
は
１
７
９
人
と
減
っ
て
い
ま
す

が
、
全
体
に
占
め
る
女
性
の
割
合
は
9.6

％
で
、
少
し
増
え
て
い
ま
す
。

　

内
閣
府
が
平
成
27
年
公
表
し
た
「
男

女
共
同
参
画
白
書
」
に
よ
り
ま
す
と
、

管
理
的
職
業
従
事
者
に
占
め
る
女
性
の

割
合
の
全
国
平
均
は
13.4
％
で
、
小
平
市

は
そ
れ
よ
り
少
し
低
い
よ
う
で
す
。
平

成
27
年
の
国
勢
調
査
で
は
ど
う
い
う
結

果
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

今
年
１
月
に
内
閣
府
が
公
表
し
た
「
政

策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画

状
況
及
び
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
男

女
共
同
参
画
に
関
す
る
取
組
の
推
進
状

況
」
調
査
報
告
に
よ
り
ま
す
と
、
従
業

員
１
０
０
人
以
上
の
民
間
企
業
の
管
理

職
に
占
め
る
女
性
の
割
合
は
、
係
長
相

当
職
で
15.4
％
、
課
長
相
当
職
8.5
％
、
部

長
相
当
職
5.1
％
と
、
小
平
市
役
所
よ
り

低
い
数
字
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
民
間
企
業
の
社
長
に
占
め
る

女
性
の
割
合
は
7.3
％
で
、
女
性
は
男
性

に
比
べ
て
「
年
齢
や
性
別
に
関
係
な
く

仕
事
を
し
た
か
っ
た
」、「
趣
味
や
特
技

を
生
か
し
た
か
っ
た
」
と
い
う
理
由
で

起
業
す
る
人
が
多
い
そ
う
で
す
。

　

農
業
の
分
野
で
は
、
小
平
市
の
農
業

委
員
会
の
委
員
に
占
め
る
女
性
の
割
合

は
6.3
％
で
す
が
、
全
国
の
農
業
委
員
会

の
委
員
に
占
め
る
女
性
の
割
合
も
6.1
％

と
、
と
て
も
少
な
い
よ
う
で
す
。

　

教
育
の
分
野
で
は
、
小
学
校
で
教
頭

以
上
の
教
員
に
占
め
る
女
性
の
割
合
が

管
理
職
を
し
て
い
る
人

　
　

女
性
の
割
合
は
9.6
％
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20.6
％
な
の
に
、
中
学
校
で
は
7.2
％
、
高

校
で
は
7.5
％
と
と
て
も
少
な
い
よ
う
で

す
。
高
等
専
門
学
校
の
講
師
以
上
に
占

め
る
割
合
も
8.2
％
で
す
が
、
短
大
で
は

47.8
％
と
と
て
も
高
く
、
大
学
で
は
19.5
％

で
、
大
学
等
の
研
究
機
関
で
研
究
し
て

い
る
女
性
の
割
合
は
14.6
％
で
す
。

　

資
格
試
験
が
あ
る
専
門
職
、
た
と
え

ば
検
察
官
に
占
め
る
女
性
の
割
合
は
15.8

％
、
裁
判
官
は
18.7
％
、
弁
護
士
は
18.1
％
、

公
認
会
計
士
は
14.4
％
、
医
師
は
19.6
％
、

歯
科
医
師
は
21.5
％
、
獣
医
師
は
27.1
％
で

す
が
、
薬
剤
師
は
66.5
％
で
女
性
が
圧
倒

的
に
多
い
職
業
で
す
。

　

自
治
体
で
も
企
業
で
も
団
体
で
も
、
政

策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画

を
進
め
る
と
き
、
男
性
か
ら
よ
く
聞
か

れ
る
の
が
、「
参
画
を
望
む
女
性
が
少
な

い
」
と
い
う
意
見
で
す
。
内
閣
府
の
調

査
で
も
、「
管
理
職
に
昇
進
し
た
い
」
と

思
う
人
の
割
合
は
男
性
よ
り
女
性
の
ほ

う
が
低
い
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
昇

進
す
る
ポ
ス
ト
が
な
い
」
と
す
る
人
の

割
合
は
女
性
の
ほ
う
が
高
い
の
で
、「
昇

進
の
制
度
や
条
件
を
変
え
れ
ば
昇
進
し

た
い
と
思
う
女
性
が
増
え
る
可
能
性
が

あ
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

管
理
職
（
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ

の
参
画
）
を
望
む
女
性
が
男
性
よ
り
少

な
い
現
実
の
背
景
に
は
、
仕
事
と
同
時

に
家
事
や
子
育
て
な
ど
家
庭
で
や
る
こ

と
が
男
性
よ
り
多
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

昔
に
比
べ
れ
ば
家
事
や
子
育
て
を
す
る

男
性
が
増
え
、
働
く
女
性
を
支
え
る
施

設
や
サ
ー
ビ
ス
、
商
品
が
地
域
に
増
え

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
女
性
の
負
担
は

重
い
の
で
す
。

　

女
性
の
負
担
を
軽
減
す
る
に
は
男
性

が
働
き
方
を
変
え
て
、
家
事
や
子
育
て

を
も
っ
と
も
っ
と
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
男
性
が
女
性
と
平
等
に
家
事
や
子

育
て
を
や
る
よ
う
に
な
れ
ば
女
性
の
負

担
は
軽
く
な
り
、
仕
事
へ
の
意
欲
が
高

ま
り
、
管
理
職
を
望
む
女
性
が
増
え
る

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

仕
事
以
外
の
家
事
や
子
育
て
等
に
楽

し
さ
を
見
つ
け
た
男
性
が
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
生
き
方
・

働
き
方
を
変
え
て
い
け
ば
、
望
ま
し
い

制
度
や
ポ
ス
ト
を
職
場
に
つ
く
る
女
性

が
増
え
、
管
理
職
等
、
政
策
や
方
針
を

決
め
る
過
程
に
参
画
す
る
女
性
が
増
え

る
は
ず
で
す
。

　

そ
の
先
に
社
会
の
様
々
な
場
で
男
女

が
責
任
と
楽
し
さ
を
共
有
で
き
る
「
男

女
共
同
参
画
社
会
」
が
あ
る
の
で
す
。

　

10
年
の
ア
メ
リ
カ
暮
ら
し
か
ら
帰
国
し

た
私
は
、
職
場
で
ア
メ
リ
カ
と
の
違
い
を

実
感
し
ま
し
た
。
様
々
な
変
化
を
見
せ
る

職
場
で
変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
女
性
管
理
職
の
状
況
で
、

人
数
も
ポ
ジ
シ
ョ
ン
も
未
だ
発
展
途
上
の

ま
ま
で
、
と
て
も
残
念
で
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
女
性
管
理
職
は
普
通

の
こ
と
で
、
実
力
の
あ
る
女
性
が
た
く
さ

ん
管
理
職
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

ア
メ
リ
カ
で
も
今
に
至
る
に
は
か
な
り
の

苦
労
が
あ
り
ま
し
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
界
は
長

い
間
、
男
性
中
心
の
社
会
で
、
Ｏ
Ｂ
と
呼

ば
れ
る
オ
ー
ル
ド
・
ボ
ー
イ
・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
強
く
、
そ
の
大
き
な
壁
を
超
え
ら

れ
ず
退
職
し
て
い
っ
た
有
能
な
女
性
は
た

く
さ
ん
い
ま
し
た
。
で
も
、
へ
こ
た
れ
な

い
の
が
ア
メ
リ
カ
の
女
性
で
す
。
自
分
た

ち
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
起
こ
し
、
実
力
を
発
揮

し
て
、
女
性
管
理
職
の
普
及
に
つ
な
げ
た

の
で
す
。
頑
張
れ
ば
、
そ
し
て
持
続
す
れ

ば
大
き
な
壁
も
動
く
の
で
す
。

　

日
本
の
女
性
の
賢
さ
、
強
さ
は
ア
メ
リ

カ
の
女
性
に
負
け
な
い
は
ず
。
女
性
を
管

理
職
に
選
ぶ
際
、
場
当
た
り
的
に
選
ば
な

い
で
、
若
い
人
た
ち
が
目
標
に
で
き
る
女

性
、
真
に
実
力
あ
る
女
性
を
、
外
部
か
ら

で
も
海
外
か
ら
で
も
積
極
的
に
選
ぶ
よ
う

に
な
り
、
女
性
は
諦
め
な
い
で
、
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
に
自
信
持
っ
て
仕
事
に
取
り
組
め
ば
、

き
っ
と
道
が
開
け
る
、
と
信
じ
て
や
み
ま

せ
ん
。

（
Ｎ
・
Ｙ
）

◦
ア
メ
リ
カ
映
画
「
赤
ち
ゃ
ん
は
ト
ッ
プ
レ
デ

ィ
が
お
好
き
」（
１
９
８
７
）

　

諦
め
な
い
で
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に

　
　

仕
事
す
れ
ば
道
は
開
け
る

女
性
の
参
画
を
進
め
る
に
は

　

女
性
が
制
度
を
つ
く
る
べ
し
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小平市の取組を

紹介します
男女共同参画推進についての

市民意識・実態調査を実施

　市民の男女平等の意識や男女共同参画の実態を把握し、
平成 29年度からの「第三次小平市男女共同参画推進計画」に反映させることを目的とした「男女共同
参画推進についての市民意識・実態調査」を本年９月に実施しました。調査結果は１月に公表します。

女性のための再就職支援事業を実施します

12 月以降、出産等で離職した女性の再就職を支援する研修やセミナー、実際に就労体験を行うプログ
ラムを実施します。（産業振興課）

子育て・女性相談室（福祉会館２階）

≪子育て相談≫
月曜〜土曜日（年末年始・祝日を除く）
　９：45〜 17：30
　電話・面接（要予約）
　☎ 042（345）2416

≪女性相談≫
月曜〜土曜日（年末年始・祝日を除く）
　10：00 〜 16：00
　電話・面接（要予約）
　☎ 042（345）2415

男女共同参画の担当部署が

変わりました

小平市男女共同参画推進本部が

発足しました

　平成 27年４月、男女共同参画施策を担当す
る部署が「次世代育成部　青少年男女平等課」
から「地域振興部　市民協働・男女参画推進課」
（市役所１階）に変わりました。

　男女共同参画の推進を最重要課題の一つとして
位置付け、庁内横断的な連絡会議を設置し、行政
全体で推進する体制として、市長、副市長、教育
長をはじめ各部長によって構成する「小平市男女
共同参画推進本部」を新たに設置しました。

　専門の相談員が、子育ての不安や女性の悩み（生き方、家族、職場の悩み、配偶者（交際相手）か
らの暴力など）に応じて一緒に考えます。

元気村まつり

10 月 25日（日）
　10時〜 16時
　元気村ひろば 2015

今年も男女共同参画センター“ひらく”でお待ちしています。

会場：小平元気村おがわ東２階
　　　小平市男女共同参画センター　愛称“ひらく”
内容：映画上映やカフェ、バザー、朗読会等を開催します。
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鷹
の
台
駅
で
の
こ
と
だ
っ
た
。
視
界
に

入
っ
た
の
は
一
瞬
の
こ
と
だ
っ
た
。
白
い

チ
マ
・
チ
ョ
ゴ
リ
、
朝
鮮
学
校
の
女
学
生

が
着
用
す
る
白
い
夏
の
制
服
に
間
違
い
が

な
い
。
私
は
、
数
年
間
、
街
の
中
で
見
か

け
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
驚
い
て
、

そ
の
後
ず
っ
と
心
に
残
っ
た
。

　

25
年
前
、
チ
マ
・
チ
ョ
ゴ
リ
の
切
り
裂

き
事
件
が
多
発
し
た
と
き
、
長
女
の
学
校

で
保
護
者
、
学
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
。
被
害
者
に
な
っ
た
女

子
学
生
た
ち
は
、
民
族
の
誇
り
で
あ
る
チ

マ
・
チ
ョ
ゴ
リ
を
着
続
け
る
、
と
い
う
結

論
を
出
し
た
。

　

そ
の
後
、
外
国
人
に
対
す
る
人
権
侵
害

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
発
覚
し
た
り
、

高
校
無
償
化
で
は
朝
鮮
学
校
が
対
象
か
ら

外
さ
れ
た
り
、
い
じ
め
が
日
増
し
に
悪
化

し
て
い
る
状
況
の
中
で
、
白
い
チ
ョ
ゴ
リ

を
着
た
女
子
学
生
の
姿
は
私
の
気
持
ち
を

晴
れ
や
か
に
し
て
く
れ
た
。

　

昨
年
秋
に
出
産
し
た
次
女
は
、
誕
生
百

日
目
の
祝
に
子
ど
も
に
着
せ
る
合
わ
せ
綿

入
り
の
チ
ョ
ゴ
リ
を
自
分
で
縫
っ
て
い
た
。

曾
祖
母
と
三
人
で
写
真
を
撮
る
た
め
だ
っ

た
ら
し
い
。
次
女
は
在
日
三
世
、
生
ま
れ

た
子
は
四
世
、
海
を
渡
っ
て
日
本
に
来
た

曾
祖
母
た
ち
一
世
は
も
う
数
え
る
ほ
ど
し

か
い
な
い
。
日
本
の
友
人
た
ち
と
百
日
祝

の
話
を
す
る
場
が
き
っ
と
あ
る
。
娘
の
こ

だ
わ
り
に
私
は
喜
び
と
安
心
を
感
じ
た
。

（
い
ー
さ
ん
じ
ょ
）

　

人
と
し
て
は
、
家
庭
の
中
こ
そ
大
切
な

場
所
で
あ
り
、
憩
い
の
場
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
？

　

し
か
し
、
私
た
ち
を
震
撼
さ
せ
る
出
来

事
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
学
校
内
で
の
イ

ジ
メ
の
問
題
が
そ
う
で
す
。
あ
ち
こ
ち
で

ド
キ
ッ
と
す
る
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
が
頻
繁

に
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
問

題
が
起
こ
る
の
は
当
然
、
い
ろ
い
ろ
な
フ

ァ
ク
タ
ー
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

も
し
家
庭
内
で
の
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
た

場
合
は
。
早
め
に
家
族
と
話
し
合
い
を
持

ち
、
で
き
る
だ
け
早
い
解
決
策
を
取
っ
た

ほ
う
が
傷
は
浅
く
て
す
む
は
ず
で
す
。

　

人
そ
れ
ぞ
れ
考
え
が
違
う
の
は
当
然
で

す
か
ら
、
こ
の
世
知
辛
い
世
の
中
で
は
、

耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
強
い
メ
ン
タ
ル
を

持
つ
こ
と
が
大
事
で
し
ょ
う
が
、
ス
ト
レ

ス
を
溜
め
た
生
活
は
心
身
に
よ
く
あ
り
ま

せ
ん
。
で
き
る
だ
け
明
る
く
過
ご
せ
る
よ

う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

朝
食
を
し
っ
か
り
食
べ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
朝
食
を
食
べ
な
い
と
脳
の
働
き
が

悪
く
な
り
、
仕
事
が
進
ま
ず
気
持
ち
が
イ

ラ
イ
ラ
す
る
と
か
。
お
子
さ
ん
が
い
る
な

ら
週
１
回
、
親
子
で
お
や
つ
作
り
を
す
る

と
い
い
で
す
よ
。
と
に
か
く
毎
日
を
明
る

く
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
願
っ
て
生
き

た
い
と
、
私
は
思
い
ま
す
。

　
「
わ
が
人
生
を
バ
ラ
色
に
染
め
よ
う　

自

分
の
た
め
に
」　　
　
　
　
　

  

（
み
や
こ
）

　

昨
日
、
マ
マ
友
に
誘
わ
れ
て
中
央
公
民

館
に
行
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
予
定
よ
り
長

く
な
っ
て
、
き
な
ち
ゃ
ん
に
授
乳
す
る
時

間
が
来
て
、
ど
う
し
よ
う
か
？
と
思
っ
た

ら
、
西
の
入
り
口
の
す
ぐ
左
に
「
授
乳
室
」

が
あ
っ
た
ん
で
す
。
助
か
り
ま
し
た
。

　

公
民
館
の
人
に
聞
い
た
ら
、
赤
ち
ゃ
ん

を
連
れ
た
人
が
ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
れ
る
よ

う
に
、
２
年
前
に
で
き
た
ん
で
す
っ
て
。

案
内
表
示
も
あ
る
の
で
、
初
め
て
の
私
で

も
行
け
ま
し
た
。　　
　
　

  
（
き
な
マ
マ
）

白
い
チ
ョ
ゴ
リ

家
族
あ
っ
て
の

　
　
　

自
分
で
あ
る
こ
と

公
民
館
に

　
　

授
乳
室
が
あ
っ
た
！
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星
さ
ん
は
３
年
前
、
国
立
精
神
・
神
経

医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
病
院
に
転
院
し
て
来

た
時
、
病
院
の
ロ
ビ
ー
に
ピ
ア
ノ
を
見
つ

け
、「
い
つ
か
良
く
な
っ
て
、
こ
こ
で
歌
い

た
い
」
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

　

自
身
が
声
楽
家
で
あ
り
、
闘
病
中
に
音

楽
で
癒
さ
れ
た
経
験
か
ら
、
病
気
の
人
や

そ
の
家
族
、
支
え
る
周
り
の
人
た
ち
に
音

楽
を
気
軽
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
コ
ン
サ

ー
ト
を
し
た
い
と
思
い
、
主
治
医
に
も
相

談
し
、
友
人
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
ク
ラ
リ
ネ

ッ
ト
奏
者
に
も
声
を
か
け
「Sana

（
さ
〜

な
）」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。Sana

と
は

イ
タ
リ
ア
語
で
「
健
康
な
」
と
い
う
意
味

で
す
。

　

念
願
叶
い
、
国
立
精
神
・
神
経
医
療
研

究
セ
ン
タ
ー
病
院
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
く

こ
と
が
出
来
た
時
、
お
客
さ
ん
に
と
て
も

喜
ん
で
も
ら
っ
て
、
う
れ
し
か
っ
た
そ
う

で
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
に
限

ら
ず
童
謡
、
唱
歌
、
ポ
ッ
プ
ス
な
ど
幅
広

い
で
す
が
、
高
齢
の
お
客
さ
ん
が
歌
詞
を

ほ
と
ん
ど
覚
え
て
い
て
、
す
ぐ
に
口
ず
さ

ん
で
い
る
こ
と
に
は
、
驚
い
た
そ
う
で
す
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
後
も
毎
年
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
い
て
い
ま
す
が
、
他
に
、
公
立
昭
和

病
院
、
教
会
、
小
平
元
気
村
お
が
わ
東
な

ど
で
も
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

聴
衆
の
皆
さ
ん
は
一
人
ひ
と
り
様
々
な

人
生
を
歩
ん
で
き
て
、
歌
を
き
っ
か
け
に
何

か
を
思
い
出
す
人
、
童
心
に
戻
っ
て
楽
し
む

人
な
ど
、
会
場
に
感
動
や
癒
し
、
元
気
づ

け
が
起
こ
り
、
心
が
豊
か
に
な
り
ま
す
。

　

病
院
や
施
設
な
ど
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、

そ
の
中
に
い
る
人
の
た
め
に
開
い
て
い
る

の
で
一
般
公
開
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ

で
、
も
っ
と
沢
山
の
人
に
音
楽
を
楽
し
ん

で
も
ら
い
、
心
に
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
を

送
り
、
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
て
、
精
神
・

身
体
の
健
康
の
た
め
、「
将
来
は
、
ど
な
た

に
も
聴
き
に
来
て
も
ら
え
る
チ
ャ
リ
テ
ィ

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
開
き
た
い
」
と
星
さ

ん
。

　

こ
れ
か
ら
も

コ
ン
サ
ー
ト
で

歌
い
続
け
た
い

星
さ
ん
は
、
今

日
も
声
楽
の
レ

ッ
ス
ン
に
励
ん

で
い
ま
す
。

菊
地　

七
瀬
さ
ん

（
武
蔵
野
美
術
大
学
３
年
）

　

２
０
１
１
年
に
東
日
本
大
震
災
が
あ
り
、

日
本
は
大
き
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
。
あ

れ
か
ら
３
年
半
ほ
ど
経
つ
が
、
近
頃
は
防

災
に
熱
心
な
人
も
、
震
災
直
後
よ
り
か
な

り
減
っ
て
き
た
よ
う
に
思
え
る
。

　

そ
れ
は
小
平
市
も
例
外
で
は
な
く
、
自

主
防
災
組
織
は
あ
る
も
の
の
、
大
半
が
高

齢
者
と
い
う
の
が
現
状
だ
。
そ
こ
で
、
小

平
市
の
子
ど
も
た
ち
の
防
災
意
識
を
小
さ

い
う
ち
か
ら
養
お
う
と
考
え
て
、
私
た
ち
、

武
蔵
野
美
術
大
学
の
学
生
た
ち
が
創
っ
た

の
が
「
防
災
ク
エ
ス
ト
」
で
あ
る
。

　

も
の
づ
く
り
の
力
を
生
か
し
て
、
ゲ
ー

ム
の
よ
う
な
楽
し
い
防
災
訓
練
を
つ
く
り

あ
げ
た
。
こ
わ
い
悪
魔
が
描
か
れ
た
的
を

消
火
器
で
倒
し
た
り
、
賢
者
の
恰
好
を
し

た
お
じ
い
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
る
防
災
ク
イ

ズ
に
答
え
る
。
子
ど
も
た
ち
は
、
ワ
ク
ワ

ク
ド
キ
ド
キ
と
遊
ん
で
い
る
う
ち
に
防
災

知
識
が
増
え
て
い
く
。
訓
練
は
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
形
式
に
な
っ
て
お
り
、
全
部
の
訓

練
を
終
え
ス
タ
ン
プ
が
全
部
集
ま
る
と
「
防

災
勇
者
」
に
な
れ
る
の
だ
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
普
段
の
訓
練
で
は
見

ら
れ
な
い
笑
顔
で
防
災
訓
練
に
取
り
組
ん

で
い
た
。
30
年
以
内
に
起
こ
る
と
い
う
大

震
災
に
備
え
て
、
子
ど
も
た
ち
が
能
動
的

に
防
災
と
関
わ
れ
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

い
い
と
思
う
。

※
「
防
災
ク
エ
ス
ト
」
は
、
今
年
１
月
、
小
川
緑

地
で
第
１
回
が
実
施
さ
れ
、
約
40
名
の
子
ど
も

が
参
加
し
た
。
第
２
回
は
３
月
に
中
央
公
民
館

で
実
施
さ
れ
、
約
20
名
の
子
ど
も
が
参
加
し
た
。

　
「
防
災
ク
エ
ス
ト
」
を
実
施
し
た
武
蔵
野
美

術
大
学
の
学
生
15
人
は
視
覚
伝
達
デ
ザ
イ
ン

学
科
の
所
属
。
そ
の
模
様
を
撮
影
し
た
映
像

を
使
っ
て
菊
地
さ
ん
に
表
紙
を
創
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。　
　
　
（「
ひ
ら
く
」
編
集
部
）

…
気
軽
に
音
楽

　

楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
…

病院や施設に癒しや元気を届ける
コンサートを開くグループ

やすらぎコンサートSana（さ〜な）代表
星　美智子さん

（小川西町在住）

いきいき
レディ35

小平在住。在勤・在学の女性を訪ねて、
そのいきいきした様子や元気の素を伝えます。

「
表
紙
作
品
に
つ
い
て
」
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１
９
７
０
年
の
ウ
ー
マ
ン
・
リ
ブ
誕
生
か
ら
40

数
年
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
第
一
世
代
と
し
て
、
批

判
や
攻
撃
を
も
の
と
も
せ
ず
、
最
前
線
を
走
り
続

け
た
12
人
、
田
中
美
津
、
米
津
知
子
、
滝
石
典
子
、

上
野
千
鶴
子
、
井
上
輝
子
、
樋
口
恵
子
、
加
納
実

紀
代
、
池
田
恵
理
子
、
高
里
鈴
代
、
田
中
喜
美
子
、

中
西
豊
子
、
櫻
井
陽
子
が
自
ら
の
人
生
と
フ
ェ
ミ

ニ
ズ
ム
へ
の
思
い
を
語
っ
た
「
同
時
代
史
」
で
す
。

映
画
「
何
を
怖
れ
る
」
も
と
て
も
素
晴
ら
し
い
も

の
で
し
た
が
、
映
画
に
納
め
切
れ
な
か
っ
た
12
人

の
思
い
、
人
生
が
、
こ
の
本
に
詰
ま
っ
て
い
て
、

何
十
倍
の
感
動
が
あ
り
ま
す
。　
　
　

  　
　
（
Ｔ
）

　

父
母
か
ら
「
あ
な
た
は
呼
吸
器
が
弱
い
か
ら
長

生
き
出
来
な
い
」
と
言
わ
れ
た
わ
が
ま
ま
娘
が
、

い
つ
の
間
に
か
一
〇
三
歳
の
立
派
な
現
役
美
術
家

に
な
っ
た
と
い
う
お
話
で
す
。

　

常
識
の
世
界
は
退
屈
と
い
い
な
が
ら
、
学
識
を

身
に
つ
け
、
本
を
読
み
、
芥
川
龍
之
介
、
太
宰
治
、

森
鴎
外
、
夏
目
漱
石
か
ら
キ
リ
ス
ト
ま
で
、
世
の

常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
生
き
方
を
し
た
人
に
感
心

し
つ
つ
、「
彼
ら
は
人
間
と
し
て
の
責
任
感
が
強

す
ぎ
、
短
命
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
、
著
者

は
推
察
し
て
い
ま
す
。

　

生
涯
独
身
を
貫
い
た
著
者
は
、「
こ
の
世
に
母

と
い
う
も
の
が
な
け
れ
ば
誰
も
い
な
い
。
万
物
の

素
で
す
」
と
い
い
、
そ
れ
を
よ
け
て
通
っ
た
自
分

を
冷
静
に
見
つ
め
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
著
者
は
ご
自
身
を
「
類
の
な
い
珍
種
」

と
い
い
つ
つ
、
手
の
届
か
な
い
高
い
所
か
ら
わ
れ

わ
れ
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
な
不
思
議
な

気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。　
　
　
　
　

  

（
Ｏ
）

　

著
者
の
ア
ニ
ー
タ
は
、
女
性
は
従
順
で
あ
る
べ

き
だ
と
教
え
ら
れ
、
主
た
る
役
割
は
良
妻
賢
母
に

な
る
こ
と
と
育
て
ら
れ
た
。
そ
の
環
境
に
反
発
し

て
い
る
自
分
を
ア
ニ
ー
タ
は
、
い
つ
も
非
難
し
、

自
分
は
不
適
合
者
と
決
め
つ
け
て
責
め
続
け
、
結

果
、
ガ
ン
に
な
り
ま
す
。

　

闘
病
中
に
臨
死
体
験
を
し
た
ア
ニ
ー
タ
は
、
社

会
的
に
決
め
ら
れ
た
偽
り
の
基
準
に
と
ら
わ
れ
自

分
を
責
め
続
け
た
か
ら
ガ
ン
に
な
っ
た
、
と
気
づ

き
ま
す
。
そ
こ
で
、
病
気
が
治
癒
す
る
と
生
き
方

を
変
え
、
自
分
を
愛
し
、
喜
び
で
ワ
ク
ワ
ク
す
る

人
生
を
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
す
る
と
、

そ
れ
を
伝
え
る
活
動
を
始
め
ま
す
。
読
み
終
わ
る

と
、
私
も
ア
ニ
ー
タ
の
よ
う
に
生
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
Ｙ
）

　

ア
メ
リ
カ
に
は
昨
年
ま
で
、
国
民
だ
れ
も
が
利

用
で
き
る
健
康
保
険
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
た
め
高
額
の
医
療
費
で
破
産
す
る
人
、

医
療
が
受
け
ら
れ
な
い
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
し

た
。
こ
れ
を
救
う
た
め
に
オ
バ
マ
大
統
領
は
昨
年
、

国
民
だ
れ
も
が
加
入
す
る
医
療
保
険
制
度
を
実
施

し
た
の
で
す
が
、
こ
の
保
険
制
度
を
扱
う
医
師
が

見
つ
か
ら
な
い
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
保
険
よ
り
支
払
い
率
が
低
い
う
え

に
、
治
療
方
法
や
処
方
す
る
薬
に
保
険
が
適
用
さ

れ
る
か
を
保
険
会
社
に
確
認
し
て
請
求
書
類
を
作

成
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
医
師
の
負
担
が
急
増
し
、

保
険
が
適
用
さ
れ
な
い
と
言
う
と
患
者
か
ら
責
め

ら
れ
る
の
で
、
多
く
の
医
師
は
こ
の
保
険
を
扱
い

た
く
な
い
の
で
す
。

　

そ
ん
な
ア
メ
リ
カ
で
壊
さ
れ
そ
う
な
医
療
を
守

ろ
う
と
行
動
す
る
医
師
た
ち
を
取
材
し
た
堤
さ
ん

は
、
日
本
の
国
民
皆
保
険
制
度
を
「
宝
物
」
と
い

い
ま
す
。
日
本
し
か
知
ら
な
い
私
た
ち
は
、
こ
の

言
葉
を
噛
み
し
め
た
い
と
思
い
ま
し
た
。　

 

（
Ｋ
）

『
沈
み
ゆ
く
大
国
　
ア
メ
リ
カ
』

堤　

未
果　

著

〈
集
英
社
新
書
〉

７
２
０
円
＋
税

『
百
歳
の
力
』

篠
田
桃
紅　

著

〈
集
英
社
新
書
〉

７
０
０
円
＋
税

『
何
を
怖
れ
る

　
　
　
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
を
生
き
た
女
た
ち
』

松
井
久
子　

編

〈
岩
波
書
店
〉

１
４
０
０
円
＋
税

『
喜
び
か
ら
人
生
を
つ
く
る

　
　
　
臨
死
体
験
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
』

ア
ニ
ー
タ
・
ア
ム
ジ
ャ
ー
ニ　

著

〈
㈱
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ス
ピ
リ
ッ
ト
〉

１
６
０
０
円
＋
税
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●
初
め
て
「
ひ
ら
く
」
の
編
集
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
と
て
も
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
記
事
の
多
い
「
ひ
ら
く
」。
そ

の
誌
面
づ
く
り
で
熱
く
語
る
み
な
さ
ん
の
平
均
年
齢
の
高
さ

に
び
っ
く
り
！
い
い
影
響
を
受
け
た
い
と
思
い
ま
す
。（
Ｎ
）

●
４
月
の
選
挙
で
市
議
会
議
員
28
名
中
、
女
性
議
員
が
10
名
に

な
る
な
ど
、
小
平
市
の
男
女
共
同
参
画
は
進
ん
で
お
り
、
市

民
の
意
識
も
高
い
。
意
識
の
高
さ
に
愛
情
が
加
わ
れ
ば
、
も

っ
と
立
派
な
も
の
に
な
る
と
思
う
。（
Ｙ
）

●
「
ひ
ら
く
」
の
編
集
に
関
わ
っ
て
10
年
、
市
議
会
と
市
役
所
、

市
内
の
企
業
、
団
体
と
市
民
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
進
み
具
合

は
違
う
が
、
進
ん
で
い
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
。
こ
れ
か
ら

も
、
め
げ
ず
に
弛
ま
ず
進
め
て
い
き
た
い
。（
Ｋ
）

男女共同参画社会づくりに向けての全国会議
６月 24日、東京国際フォーラム・ホールＣで開催された「男女共同
参画社会づくりに向けての全国会議」に行ってみました。

　この会議は、「男女共同参画週間」中央行事として
内閣府男女共同参画局が毎年東京で開催しているイ
ベントです。今年は東京国際フォーラム・ホールＣ
に全国から約 900 名が参加して午後１時から午後
４時すぎまで行われました。
　伊藤元重　東京大学大学院経済学研究科教授によ
る基調講演「アベノミクスによる地方創生と女性の
活躍」は、女性の活躍（女性力）と地方創生（地域
力）が無限大の希望をもたらす、という男女共同参
画週間のキャッチ・フレーズをわかりやすく話され
ました。「政府の政策も大事だが、重要なのは国民や
地域がある方向に向かって行く（群れ）という流れ
が大切だ。ある方向に向かって行く流れとは、経済
は良くなっていくのだと国民が一致して考え、行動
すること。それが大切だ」と。男女共同参画社会づ
くりも同じなのだろう。

　パネル・ディスカッション「女性の活躍が地方を
元気にする」は、秋好陽介さん（会社社長）、川北秀
人さん（研究所代表）、佐藤郁子さん（研究所主任
研究員）、鈴木英敬さん（三重県知事）、４人のパネ
リストが「もっと元気で長生きしたくなる社会＝日
本」、「VALUE=価値　地域に眠っている価値の発
見と活用」、「日本の課題解決（人口減少に対して）」、
「幸福実感の向上　地域活動をしている人間のほう
が幸福度が高い」というテーマで、話されました。
　今回の全国会議に参加して私が思ったことは、「小
平市内のさまざまなサークルでいろいろ議論したり、
話を聞いたりした範囲内で、目新しいことはないな」
ということでした。小平市内で活動している私たち
は、自信を持って、今までやってきたことをこれか
らもやっていけば、小平市のため、東京都のため、
日本のためになると、私は考えます。　　　　（かず）

自信持ってやっていけば小平のためになる！自信持ってやっていけば小平のためになる！

　特別応援メッセージとして、世界を舞台に活躍さ
れているレーシング・ドライバーの井原慶子さんの
力強い講演がありました。
　井原さんは、長い下積みと苦労を経て復帰して、
３回目のル・マン 24 時間レースで完走することが
できたそうです。
　このことをお聞きし、感情を生きる原動力として
本気で取り組むことことによって、次の世代が活躍
できる社会を残していくことができるのではないか
と、私は思いました。（Ｋ）

（第１部）　開会挨拶　有村治子（内閣府特命担当大
　　　　　臣（男女共同参画）・女性活躍担当大臣）
　基調講演　伊藤元重（東京大学大学院教授）
　特別応援メッセージ
　　井原慶子（レーシング・ドライバー）
　取組事例紹介　　雅樂川陽子、黒田亜子
　　　　　　　　　足立　進、松㟢美穂子

（第２部）
　特別メッセージ　石破　茂（地方創生担当大臣）
　パネルディスカッション
　　　秋好陽介、川北秀人、佐藤郁子、鈴木英敬

私も行ってみました！ 平成 27 年度「男女共同参画社会づくりに
向けての全国会議」プログラム
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　小平市男女共同参画センター“ひらく”は、西武線萩山
駅から歩いて５分、小平元気村おがわ東の２階、小平市民
活動支援センター“あすぴあ”の隣にあります。
　ドアを開けると、床にじゅうたんが敷かれていますので
靴を脱いでスリッパに履き替えてください。正面に黒いカ

バーをかけられたテレビが見
えます。公共施設には珍しい
液晶テレビで、デジタルのビ
デオを見ることができます。
40 人ほど座れるイスとテー
ブルがありますから、ビデオ

を見て話し合ったり、学習し
たりできます。
　目を右に向けると、書棚があります。男女共同参画社会
づくりを進めるのに役立つ書籍や資料、ビデオがびっしり。
市内の図書館にはない書籍、広報誌「ひらく」のバック・
ナンバーもあります。書籍は借りて帰ることもできます。
　書棚の反対側、都内 23 区 17 市で発行されている広報
誌の最新号やイベントのビラが並んでいる棚の下には小さ
な子どもが遊べるおもちゃもありますし、床がじゅうたん
なので子連れで利用することもできます。あなたも利用し
てみませんか？

　　我が家には、「家事はできる人が
やる！」というアバウトなルールがあ
ります。私は残業が多く、深夜の帰宅
がほとんどです。帰ると、夕食の食器
がそのまま、洗濯ものは外に干しっぱ
なしなので、私が食器を洗い、洗濯も
のをたたんで、寝ます。もしやらない
と、翌朝、妻は怒り、食器を投げたり、
子どもを怒なりちらします。そして、
私がやった家事について妻は、いつも
文句を言っています。このままでは家
族みんながストレスをためることにな
ります。どうしたらいいでしょうか？

（まこと・43 歳）

　　毎日、遅くまで仕事されているの
ですね。ご家族の生活を支える責任感
がとても伝わってきます。今は“家事
はできる人がやる！”というルールに
振り回されているかのようですが、本
来はすてきな家族のルールです。仕事
も家事も頑張ったあとは笑顔で家族と
過ごせるようになりたいことでしょう。
　まず、夫婦の信頼関係が崩れかけて

いると、お互いストレスが増すばかり
です。家事をやってもやらなくても文
句を言われるのは、ここが原因です。
　妻との信頼関係を取り戻すには、話
を聴くことが一番身近な方法です。取
りとめのない話でも最後まで聞いてく
れる人は、特に女性から信頼されます。
まことさんの場合なら「夫が残業や深
夜の帰宅が多いことを妻はどのような
気持ちで受けとめてきたのか？」「妻
が身体の不調や辛さを何か感じていな
いか？」等から問いかけてみます。
　初めは妻の思いが炸裂し、話が止ま
らないこともあるので、時間があると
きにじっくり聞き手になります。
　女性が強くなったように言われます
が、今の世の中は共同体意識が低いの
で、妻が夫を頼りたい機会は昔よりず
っと増えています。妻の文句の裏にあ
る思いには、必ず夫婦円満のヒントが
隠れています。諦めずにトライしてみ
てください！

（カウンセラー　笠原ノリ子）

　　５年前に５歳下の女性と結婚しま
した。妻は４歳の女の子をつれて再婚
です。私は社宅に住んでいたので、妻
名義の家に引っ越しました。ところが、
妻の両親が同居していて、いつも一緒。
私はいつも自室で一人です。朝は以前
より１時間早く家を出て会社に行きま
す。両親は収入がなく稼ぎは私だけな
のですが、小遣いは３万円だけ。どう
したらいいのでしょうか？　離婚した
いのですが…。　　　（ゆうじ・41 歳）

　　結婚と同時に父親になり、家族の
柱として頑張っても “いつも自室に一
人暮らし”では、幸せな夫婦生活とは
いえません。ゆうじさんが離婚を考え
るようになっても無理ないことでしょ
う。
　とはいえ、離婚はお互いの考えや条
件が合わなければ簡単にできるもので
はありません。連れ子をともなう結婚
では離縁（養子縁組）の問題も含みま
す。離婚を決心する前にあらかじめ法
律相談を受け、お金のこと、義務や権
利など必要な情報を得ておくと余計な
トラブルを防げます。
　もし離婚しないことに越したことは
ないと思うのでしたら夫婦生活に工夫
をしてみます。妻と両親の間に割り込
むことができないなら、夫婦二人だけ
で外出する時間はとれませんか？ 半
日か１日、子どもは両親に面倒みても
らい、帰りは手土産の一つでも買って
帰るのです。妻に便乗して夫婦一緒に
両親に甘えることができれば、丸ごと
つき合う関係へ変われます。
　“この家で稼いでいるのは私だけ”
という考えは妻の持ち家のおかげで家
賃や住宅ローン分が浮いていると考え
る、“小遣い３万円だけ”は、貯金が
増えると考える、というように見方を
変えてみるのです。関係が好転すれば、
きっと小遣い値上げの交渉もできるで
しょう。
　離婚でも修復でも、ゆうじさんの人
生です。５年後、10 年後の先の幸せ
を考え、焦らず判断してください！

（カウンセラー　笠原ノリ子）
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